第十四課　あいまい語について
単語
戸惑う

①找不着门、徘徊.

 　 部屋をまちがえて戸惑う

②不知所措,犹疑不决.

 　 何を戸惑っているようだ
見逃す 

①看漏,错过看的机会 

その記事を見逃す 

②饶恕,宽恕 

犯人を見逃す 

③放过，放跑 

いい機会を見逃す
整える

①弄齐。整理。整顿。

服装を整える 

②备齐。备至。准备。

会議についての必要な書類を整える 

③谈妥。办妥。使达成。
交渉を整える。
連ねる

①排列.

　自動車を連ねる
②连接,罗列

言葉を連ねる
③会同,伴同

名を連ねる

営む

①营,办.

生計を営む

②经营
商業を営む
③建造.

大邸宅を営む.
託す

　　①委托

後事を彼に託す
②寄托

望みを子供に託す　
織り込む

①织入,织进去
銀糸を織り込む
②穿插,编入,采纳
他人の意見を織りこむ 
文法
1、 一口に
　 “一口に～”表示“简单地” “笼统地”。这里的“一口に～”表示“三言两语”的意思”。
　 △一口には言えない／用一句话说不清。
　 △この事件は、一口には説明できない／这个事情，三言两语难以说明。

　
2、きりがない
“きり”是动词“切る”的名词形， 表示“限度、终结”。 “きりがない”，表示“无止境的”、“没完没了的”。
　△そんな事を言ったらきりがない／一说起那事来就没完没了。
△人類の知らない知識は本当にきりがないものですね／人类所不知道的知识真是无止境啊。
3、～に至っては
 句型“～に至っては”是由动词“いたる”的连用形“いたっ”接“ては”构成，“に”表示对象。相当于汉语的“至于……”，“谈到……”。
　 △はなはだしきにいたっては、自分の子どもの面倒さえ見たがらない人もいるとのことです／听说更有甚者连自己的孩子都不想抚养。
 △ことここに至っては手の打ちようがない／事已至此，已无计可施了。
４、思いやる
　
　①表示“体谅”“体贴”。
　 △彼の気持ちを思いやって、手伝ってあげた／体谅到他的心情，给他帮忙。
　 △親の苦労を思いやるといいね／如果能体谅一些大人的苦心就好了　　 ②表示“遥想”。
　 △昔のことを思いやると、懐かしいなあ／遥想往日的事情，很怀念。
　 △故郷のことを思いやると幼いときの様子が映画のシーンみたいに頭の中に浮かんできた／遥想故乡，儿时的情景像电影的镜头一样浮现在脑海。
 ③用“思いやられる”的形式表示“令人担心”。

   △あの子はいまからそんなでは将来が思いやられる／那孩子现在就这样，将来真令人担心。

　 △早く食い止めなさい。でないと、後の結果が思いやられる／快别让他干，不然的话，后果令人担心。
　 ④常用“思いやる”的连用形“思いやり”作名词，表示“同情心”“体谅”
“关怀”。
　 △彼は思いやりのある人なんですね／他是一个富有同情心的人啊。

　 △人に対する思いやりの気持ちは大切だ／能够体贴别人的心情是很重要的。
５、“用心”“注意”“気をつける”的区别
　 ①“用心”表示小心提防，以防止某种不好事情的发生。“用心”可作名词、也可以用“用心する”作サ変动词。相当于汉语的“注意、小心、留意、留心、留神、警惕”。
　 △火事にならないように用心する／注意失火。
　 △戸締まりに用心する／注意关门。
　 ②“注意”表示“集中注意力；忠告、提醒；特别当心某件事”，但提防的程度不如“用心”。
　 △健康に注意する／注意健康。
　 △お忘れ物のないようにご注意ください／注意不要忘了东西。
　 ③“気をつける”表示“留神、注意”。
　 △寒いから気をつけて／天冷，注意点儿。

　 △重要な場合に言葉の使い方に気をつけてください／重要场合
　 　请注意语言的使用。
６、～ある（いる）かと思えば、～もある（いる）
　 “～ある（いる）かと思えば、～もある（いる）”表示“既有……也有……”，指同类事物的并存。
　 △真面目に勉強する学生もいるかといえば、毎日ごろごろしている
　 　学生もいる／既有认真学习的学生，也有每天迷迷糊糊的学生。
　 △親切な人がいるかと思えば、不親切な人もいる／既有热情的人，也有不热情的人。

７、“気がきく”

　 ①表示“机灵、考虑周全、能随机应变”等意思。
　 △気がきかないとうまく行きません／不机灵点的话，是无法顺利进行下去的。

　 △お客様がいらっしゃったら、お茶を入れたり、タバコに火をつけたりする。この子は本当に気がきいている／客人来了，由沏茶、又点烟，这孩子很机灵。
　 ②“気がきいた”作定语表示“新颖、别致、风趣儿” 等意思。
　 △今晩のパーティーで彼女は気のきいた服装をしている／今天晚上的宴会，她穿得很别致。

　 △気のきいた冗談を言っている／玩笑很风趣儿。
８、～づく
　 　接尾词“づく”接在部分名词后面，表示“出现某种倾向”，“热衷于……”。
　 △彼女はだんだん色気づいてきた。。
　 △彼は近頃マンガづいている／他近来对漫画着了迷。
前文
　
   あいまい語というのは、危険語と言っていいでしょう。あるいは条件語と言ってもいいでしょう。あいまい語の代表的なものは「適当に」とか、「いいように」といったことばです。こういったことばは、一口に言って、相手を
惑わせることになります。
　 ふりかえって、わたくしたちの日常の言葉づかいを考えると、どうもあいまい語が多いようです。「よろしいように」とか、「お気に召すように」とか「
けっこうです」「まあまあ」「どうも、どうも」など、あげればきりがないほどです。その原因はいろいろとあるのでしょうが、長い間、明確な意志の表現は社会生活をする上で危険であるといった悲しい時代が日本に続いたということを見逃すわけにはいかないのです。「口は災いの門」だとか、「言わぬが花」だとか、あるいは、「キジも鳴かずば打たれまい」だとか、甚だしきに至っては「沈黙は金」――まったく口のきけないのがいちばんりっぱだということわざまであるのです。これは、逆に見れば、話すことは危険であるということです。

会話
李　　　日本に来てもう一年になるんですが、日本人は本当に何を考えているのか今でもよく分からないんで、困っています。この間、協力して欲しいことがあって相談すると、「考えさせてくださいというので」、期待しているんですが、まだ、何の返事もないんですよ。

田中　　それはそうですよ。「考えさせてください」という表現は、つまり、「ノー」という意味なんですから。王さんも同じような経験がありますか。

王　　　ええ、はじめて日本に来たときに、日本の友達が」今度、私の家に遊びに来てね」っていったんです。それで、「いつ行けばいいの」と言ったら、すごく困 った顔をしているの。どうしてなのか後で先輩に聞いたら、日本人は人を家 によぶつもりがなくても「今度、遊びに来てね」というらしいのよね。  

田中　 「今度、遊びに来てください」というのは、ほんとうに来てくれというのではなくて、あいさつのひとつなんですよ。たとえば、朝、人に会うと、「おはよう、どちらまで」「はい、ちょっとそこまで」といった会話をします。これだって、どこに行くのかを知りたいわけじゃなくて、そんな会話のやりとりがあいさつになっているんです。こういう言い方が誤解を生む原因になっているんでしょうね。

李　　　中国にも、「お出かけですか」「ええ、ちょっとそこまで」という、同じような表現があります。同じアジアの国だからでしょうか。アメリ カではイエスとノーをはっきり表わすそうですが、私は、こういったやわらかい表現のほうがレベルの高いコミュニケーションだと思うんですがね。

田中　　日本語は、相手のことを思いやって間接的に回りくどい表現になるわけですが、ストレートにいうよりは、相手にあまり衝撃を与えないですむ良さもあるわけですが。日本の気候、風土、文化などの背景が、言葉や表現の仕方に影響を与えているんですね。
